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研究成果の概要（和文）：　すでに発症した認知症であっても、身体運動により認知機能の改善効果があった報
告が数多い。低活動が問題となる長期滞在型の施設で、重度の認知症患者であっても維持されているリズム応答
機能を利用し、認知症やその他の衰弱性疾患の人々が参加できる新しいプログラムを開発した。
　集団でドラムを使ったコミュニケーション演奏を行なうプログラムを30分間週3回3ヶ月間のランダム化比較試
験介入実験を行なった。その結果、3ヶ月間のドラム演奏は可能で且つ上達することがわかった。認知機能のス
コアが改善し、運動機能も関節可動域で有意に改善していた。従って、集団ドラム演奏は運動効果や認知機能改
善効果があることがわかった。

研究成果の概要（英文）： The Drumming Communication Program could be carried out for three months at
 a special nursing home for the elderly requiring high nursing care level. Participants with 
dementia have difficulty in imitating commands and gestures necessary for exercise therapy and 
programs. However, they were able to exercise with drums by using their rhythm response function. 
The intervention group showed improvement in their cognitive functions in both the MMSE and FAB 
scores. As for motor functions, the intervention group showed improvement in their shoulder and 
wrist flexion. The causal relationship between the declines in the cognitive and physical functions 
is bi-directional. Exercise intervention by drums not only affected motor functions but also 
cognitive functions as well.
 We propose a new rehabilitation program based on group drumming to improve cognitive and motor 
functions, for patients with dementia and other debilitating diseases who have rhythm response 
capability.
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１．研究開始当初の背景 
リズム反応運動は重度認知症患者でも維
持している能力で 1、認知機能と高い相関が
ある 2ことから、認知症がある方でも参加が
できる運動プログラムや認知症重症化対策
としてのリハビリテーションプログラムに
なる可能性がある。参加者全員がドラムでコ
ミュニケーションを取れるように、サークル
を作ってドラムや打楽器を演奏するプログ
ラムを用いた。平成 26 年 6 月から連携先で
あったサービス付き高齢者住宅にプログラ
ムを提供したところ、高齢者のみで演奏がで
き、特に認知症を併発するパーキンソン疾患
患者のケースで著しい改善が見られた。 

 
２．研究の目的 
 特別養護老人ホームは介護老人福祉施設
とも呼ばれ、要介護度が高い方が入所してい
る。介護報酬改定により平成 30 年 4 月から
自立支援の成果報酬支払が発生し、生活支援
の場から自立支援への場としての対応が急
速に求められている。身体機能低下がある場
合は機能訓練リハビリテーションプログラ
ムがある。しかしながら、要介護になる原因
の第一位が認知症であるにも拘わらず、要介
護度が高い認知症のある方へのリハビリテ
ーションプログラムは皆無である。 
リズム反応運動は重度認知症患者でも維
持されて能力であり 1、認知機能と高い関係
性がある 2。特別養護老人ホームで、認知症
や虚弱であっても、座位が 30 分間維持でき
れば参加できる「ドラム・コミュニケーショ
ン・プログラム」を構築し、このプログラム
の効果を調べることで、高齢者だけの集団で
地域と閉ざされがちな場所で生活している
人たちが地域の中心になり、誰でも即、楽し
く参加ができる、科学的に根拠のある認知症
改善・予防プログラムの構築をすることを目
的とする。 
 
３．研究の方法 
 埼玉県所沢市にある社会福祉法人天佑・特
別養護老人ホーム アンミッコ（入所者数 100
名）で、ドラム演奏によるコミュニケーショ
ン・プログラムを行い、プログラム施行前後
の認知機能と運動機能を比較し、改善効果が
あるかを検討した。 
60名（介入群30名、コントロール群30名）
の参加者を募り、46 名が参加した。被験者の
除外基準は、身体機能では座位が 30 以上保
てない方、精神科医より参加が難しいと判
断された方とした。 
2 群の健常者と認知症程度の割合を揃える
ため、全員の認知機能の評価を行なったスコ
ア値から、連携研究者である精神科医が、認
知症無し・MCI 群・認知症群（軽度・中程度・
重度）に分けた。層別ランダム化により、プ
ログラムを実施する介入群 28 名とプログラ

ムを行なわないコントロール群 18 名に分け
た。 
プログラムは、週 3 回各回 30 分のドラム
演奏を 3カ月続けて行った。プログラムの演
奏補助は、ドラム・コミュニケーション・プ
ログラムを指導するファシリテーター（1名）
が行なった。 
①プログラム開始前後の調査 
・認知機能：参加者を募り、最初に参加希
望者全員の認知機能的状態をミニメンタル
認知機能検査（MMSE；Mini Mental State 
Examination）、前頭葉機能検査（FAB；A 
Frontal Assessment Battery at bedside）
のスコア値から健常者の割合を揃えた介入
群とコントロール群に分けた。 
・運動機能：理学療法士によって利き手の
握力と上肢の関節可動域と身体組成を測定
した。 
デジタル握力計（Takei D T.K.K.5401、Takei 
Scientific Instruments、Tokyo、Japan）を
用いて、優勢な手の最大把持強度（kg）を測
定した。利き手で最大の握力の試行を 2回以
上行ない、最大値を評価した。 
利き手上肢の主関節における可動域角度を
測定した。測定は座位で、ゴニオメーター（東
京大学のステンレス鋼300mmタイプ）を用い、
2人の理学療法士が行った。  
身体組成は、InBody S10（Biospace Co.、
Ltd.、Seoul、Korea）を用いて計測した。 
②演奏中の調査（初回・最終回） 
ドラム演奏による運動効果が考えられる
ため運動量を測定するために、プログラム施
行中、加速度センサーを用いて腕の運動を計
測した。 
運動による心理的効果を測定するために、
一過性運動の感情変化を評価するのに有効
な主観的運動体験尺度（SEES; Subjective 
Exercise Experiences Scale) (McAuley and 
Courneya, 1994)における「疲労感：FAT 因子」
「心理的ストレス：PD 因子」「積極的安寧：
PWB 因子」の３因子項目から評価を行った。 
社会的相互作用課題において、複数人の前
頭前野領域のfNIRS信号間のコヒーレンスが
増加や同期することが知られている。ドラム
演奏中の複数人（3～6名）の脳活動データを
コヒーレンスウェブレット変換解析し、相互
相関の強度を調べる予定だった（計測失敗）。 
 
４. 研究成果 
介入群の 28 人のうち 22 人、コントロール
群の 18人のメンバーのうち 17人が試験を完
了した。 
変化量としてプログラム前後の変化量を
算出し、共変量として性別、年齢とプログラ
ム開始前の pre スコアを用いて共分散分析
(ANCOVA)を実施し、2 群を比較した。介入群
は、認知機能スコアである MMSE および FAB
のスコアが改善されたことを示した（図１）。  
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